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服 憶臆めに

何か商品を買おうとスーパーに行くと､同じ種類の商品

が色々なメーカーから発売されていてどれを選べばよい

か迷 うことがある｡そういった激 しい競争の中でメーカー

は顧客の獲得のために他社と差別化を図ることが重要に

なってくる｡また､消費者はたくさんの商品から自分のイ

メージに合ったものを選ぶために､商品間の差を把握する

ことで､迷わずに買い物ができるようになる｡このように､

我々が暮らしている中で､｢差｣というものはとても重要

なものであり､この ｢差｣をわかりやすく表現することが

求められる｡差をわかりやすく表現する方法としてよく用

いられるのがレーダーチャー トである｡レーダーチャー ト

は印象や味､価格などの評価項目をグラフにし､差をわか

りやすく表現する手法である｡しかし､評価項目が多くな

ると目視で差を判別するのは難しく､加えて複数の項目間

の関連 (相乗効果)が考慮されないという欠点がある｡

そこで本研究では､差を見出す際に複数の項目間の関連

を考慮し､項目数の増加にも対応できる手法として変数選

択法の一つであるFSM (ForwardvariableSelection

methodofMahalanobisdistance)の使用を提案する｡比

較的メーカー間の方向性の違いがはっきりと現れている

ハンバーガー業界の代表的な2社についてFSMを用い､メ

ーカー間の差を ｢成分｣ ◎｢食べたときの印象｣とい う二つ

の点から判別に寄与している項目をランキングし､そのメ

ーカーが実際に打ち出す路線と結果を比較することによ

って､この手法の有用性について検証する｡

呈L方法

2斗 実験の概要

本研究では変数選択法を用いて､2社を差別化する際に

影響している成分や味の印象をそれぞれランキングする｡

ランキングは､各項目の組み合わせに対してF値を算出す

ることによりメーカーの判別に有用かどうか調べ､有用な

らばランキングの上位に､そうでなければ下位にランキン

グするとい う方法で行 う｡

2.2.デ-事

本研究では各社のHPから得られたレギュラーメニュー

の成分データと､アンケー トによって取得した2社に共通

する ｢ハンバーガー｣というメニューを実際に食べた印象

の2つのデータを用いる｡

2.3.アンケー ト

アンケー トには SD法(7段階)を用いた｡最初に A社の

｢ハンバーガー｣を食べてアンケー トに答えてもらい､次

に B社のものについても同様に答えてもらった｡まず 29

項目､おいしさの評価として､第一印象､甘みや後味等の
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表 l:SD法の設問一覧

風味の強弱評価､それに対応する噂好評価を行った後に

｢総合的なおいしさ｣として ｢非常にまずい｣- ｢非常に

おいしい｣で評価 してもらった(表 1)｡ その後 30項目の

イメージ評価をおいしさの評価の後に回答

してもらった｡なお､これらの設問は其柳らが行ったアン

ケー ト[1]をもとに､一部をハンバーガーの評価に適当なも

のにした｡

被験者は 10代男性 1名､20代男性 9名､40台男性 1名､

50代男性 1名､20代女性 1名､50代女性 1名の計 14名｡

回答時間は個人差があるものの､10分程度であった｡

2.4.変数選択

変数選択とは､変数が判別に有用であるかどうか検討す

る方法である｡本研究ではF値を用いて変数選択を行った｡

ここでの F値とは各変数を判別方式に取り入れる価値が

あるかどうかをあらわす指標である｡まず各変数がどれだ

け判別に寄与しているかを表す指標である判別効率を求

め､その値が一番大きい変数のF値を総当り的に求め､変

数選択をする[3]｡F値､判別効率はそれぞれ以下の式によ

って与えられる｡
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pは変数を追加する前の変数の個数であり､rは追加す

る変数の個数である｡この F｡は r個の追加する変数が判

別に寄与しないというもとでF(r,n[1]-p-r-1)に従 う｡本

研究での判別分析◎変数選択は数値解析用のフリーソフ ト

であるRを用いて行った｡



表 2:ランキング結果

成分ランキング 味の印象ランキング

1 ナノ‥｢.乱､l一子1華-=.ほい
｢̀ご 甘みLTj強弱
rfこl 厚1,,1一- い
早 女性的-男性的
F.J 茸-1蘭な-高価な

軌 結果 ヨ考察

表 2に各ランキング結果の上位 5項目を示す｡まず ｢食

物繊維｣だが､平均ではB社がA社の約二倍の食物繊維を

含んでいる｡この結果はB社の製品に野菜が多く含まれて

いることを示すが､実際にB社は野菜担当スタッフを置い

て農薬や化学肥料に頼らない野菜を仕入れるなど､野菜に

はこだわりがあるためこの結果は妥当だといえる｡｢カリ

ウム｣についてはB社がチリソースを使ったメニューが多

いこと､｢コレステロール｣はA社にあるボリュームに特

化 した商品においてパテを何枚も使 うため､それぞれ差が

出たものと推測される｡｢質量｣はB社がA社を平均値で

上回った｡B社は企業目標 としで'食を通じて人を幸せに

すること"を掲げ､値段を下げてまで品質を落としはせず

に､食材を日本人好みにする事を重視 している｡おのずと

バンズやパテの質量は大きくなるため､A社の質量平均を

上回るのは当然といえる｡ また､｢鉄｣については平均で

A社がB社を上回った｡鉄分はゴマや肉に多く含まれてお

り､A社にはゴマをまぶしてある商品が多く､また､ボリ

ューム特化型商品の影響もあってこの結果になったと思

われる｡

｢大人一子供｣｢甘みの強弱｣｢女性一男性｣という要素

について考えると､子供は油脂や糖を豊富に含むコクの強

いものを好むが､そ ういった強すぎるコクは､より洗練さ

れたものを求める大人や料理人などには敬遠される[4]｡よ

って､パテやソースに含まれる油脂や強い甘みなどを抑え

た女性的な控えめな味 (大人の味)に近づけるのか､ある

いは油脂や旨みを包み隠さない男性的な力強い味で子供

のころから持っている本能にうったえるのか､その方向性

の違いが出たものと思われる｡｢厚い一薄い｣は食べたと

きの感触や見た目を引きずったために現れた結果だと推

測する｡今回の実験では食べた味の印象だけで回答するよ

うに注意したが､やはり視覚から受けるイメージが強く､

B社のものがA社に比べ厚みがあったことが印象に残 り､

アンケー トを回答する際にそのイメージに引っ張られた

ものと思われる｡最後に ｢安価一高価｣であるが､これは

今までに出てきた項目に関連してランキングに現れたも

のと考えられる｡甘み等の旨みを抑えた女性的な味付けは

大人の味として､より洗練されたものを求める大人や料理

人などにうけることは先ほど述べたが､こういった大人の

味の料理は高級料亭の料理であったりフランス料理であ

ったりと､一般的に高級なものというイメージがある｡ま

た､｢厚み｣も高級感を連想させることから､A社とB社

で ｢安価一高価｣の差が生まれたものと思われる｡

次に､レーダーチャー トと比較してい く｡ 今回の実験で
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図 上 レ-ダーチャー ト

用いたデータをレーダーチャー トで表 したのが図 1であ

る｡レーダーチャー トにおいて､成分データではFSMでの

ランキング上位 と同じような項 目で差が目立っ結果 とな

った｡しかし､ランキングに入っていた鉄には差がさほど

ない｡これはFSMが実際には差の少ない鉄を他の項 目との

関連を考慮に入れた結果､2社間の差を形成する上で重要

な要素と判断したためと考えられる｡一方､印象データで

は FSM を用いると容易に二社間の差がランキングとして

表されたが､レーダーチャー トでは差が同程度の項目が多

く､どれが主要な差であるか見極めるのは非常に困難であ

る｡以上のことから､FSMが2群間の差を調査する上で有

･用な手段になりうることが示された｡

5.まとめ

本研究はハンバーガー業界の代表的な2社の間で成分

と食べたときの印象の差をFSMによって分析 し､2社の方

針 と比較することによってFSMの有用性を検証した｡結果

としてFSMは2群間の差を発見するうえで有用な手段にな

りえることを示した｡

今後の課題は､本手法をマーケテイングに生かすことな

どが考えられる｡また､アンケー ト数を増や し本手法の有

用性をさらに確かなものとすることも挙げられる｡
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